
 

 

 

 

 
 

２０２３年３月 16 日（木）川崎市第３庁

舎大会議室において、「川崎市令和 5 年度 予

算概要説明会」 が開催されました。この説明

会は、川崎地域連合・連合神奈川が申し入れ

た「2023 年度に向けた政策・制度要求と提

言」に対する検証の場と位置づけています。 

連合神奈川から蓼沼副会長以下７名、川崎

地域連合と川崎労福協合わせて 1８名が出席

しました。また、川崎市からは福田市長以下

７名が出席しました。 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭、川崎市の財政部長から予算のポイン

トについて説明がありました。続いて、福田

市長は、「連合からは多岐にわたる意見を頂

戴している。回答できたものやまだ課題とし

て解決できていないものもあるが、今後の改

善に向けて情報共有をさせていただき、必要

な政策をとっていきたい」と挨拶しました。 

 

 

 

 

 

福田市長との意見交換では、小児医療助成

制度の拡充、災害対策、人口減少、子育て施

策、障がい児等の支援、脱炭素化の推進など

の質問に対して、市長より回答を受けまし

た。一方、福田市長からは特別市について理

解を深めてほしいと要望がありました。 

連合神奈川 蓼沼副会長は、「連合神奈川と

して各種政策部会を通じて次年度に向けた要

求と提言に向けて着手したところ。引き続き

の対応をお願いしたい」と挨拶しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後、総括として川崎地域連合 渡部議長か

らは、「過日受け取った２０２３年度の回答

について精査を行った結果、小項目１３５件

に対して、実現と判断した項目は２７件と大

変高い回答となっている。一方、１０８件に

ついては、継続項目等となっており、引き続

き課題解決に向けて協力を仰ぎたい。また、

市政運営では、ダイバシティーとインクルー

ジョンを推進する内容に感じたが、私たちの

運動と合致するので引き続き連携をとってい

きたい。最幸のまちづくりに向けて労働組合

という立場からも協力が出来ると思う。さら

なる連携をおこないながら住みよい街にして

いきたい」と挨拶しました。 

渡部議長 あいさつ 
福田市長 あいさつ 


